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毎
年
11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
1
週

間
は
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。

　

波
山
に
関
わ
る
文
化
財
で
思
い
浮
か
ぶ

の
は
、
茨
城
県
指
定
文
化
財
の
波
山
の
生

家
、
そ
し
て
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
た

波
山
の
名
品
２
点
で
し
ょ
う
か
。

　

で
も
こ
の
町
に
は
波
山
と
所ゆ
か
り縁
の
あ
る

文
化
財
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
。

　
下
館
小
学
校
の
北
西
側
、
現
在
は
一
部
が
配

水
場
に
な
っ
て
い
る
下
館
公
園
は
、
か
つ
て
は

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
左
上

は
、
昭
和
の
初
期
に
、
こ
こ
で
撮
影
さ
れ
た
写

真
で
す
。

　
居
並
ぶ
坊
主
頭
の
少
年
た
ち
で
は
な
く
、
後

ろ
の
鐘
楼
に
ご
注
目
。

　
そ
の
成
果
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
定
林
寺

境
内
に
移
設
さ
れ
、
国
宝
に
は
な
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
茨
城
県
の
文
化
財
と
し
て
の
指
定
を

受
け
、
現
在
は
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
左
）。

　

一
方
、
波
山
の
仲
立
ち
で
本
当
に
国
宝
と

な
っ
た
の
が
中
館
観
音
寺
の
「
延え
ん
め
い命
観か

ん
ぜ
お
ん

世
音

菩ぼ
さ
つ
ぞ
う

薩
像
」（
写
真
右
下
）
で
す
。

　
波
山
は
こ
の
洗
練
さ
れ
た
格
調
高
い
仏
像
の

調
査
を
、
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
の
同
級
生
で

　
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
鐘
は
、
下
館
城
主
の

水み
ず
の
や谷

勝か
つ
と
し俊

公
が
定じ

ょ
う
り
ん
じ

林
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
、

な
ん
と
室
町
時
代
の
作
。
江
戸
時
代
ま
で
撞つ
き
が
ね鐘

と
し
て
近
郊
に
時
刻
を
告
げ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
下
館
尋
常
高
等
小

学
校
発
行
の
「
郷
土
読
本
」
に
は
、「
天
平
式

の
古
鐘
で
国
宝
に
も
な
る
程
の
稀
に
見
る
名
高

い
鐘
で
、
本
町
出
身
の
日
本
で
も
有
名
な
陶
磁　
　
　
　
　
　

器
の
名
人
帝
国
美
術
院
の
会
員（
帝
室
技
芸
員
）

の
板
谷
波
山
氏
な
ど
が
保
存
法
に
就
い
て
研
究

し
て
い
る
と
い
う
鐘
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

あ
る
新に
い
ろ納
忠ち

ゅ
う
の
す
け

之
介
に
依
頼
し
ま
す
。

　
新
納
は
波
山
の
生
涯
の
親
友
で
あ
り
、
我
が

国
の
彫
刻
調
査
修
理
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。
実
地
検
分
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
の
貴
重

な
彫
刻
と
し
て
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
戦
後
、
重
要
文
化
財
に
指
定
替
え
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
も
境
内
に
建
つ
「
国
宝
記
念
碑
」
や

「
国
宝
中
館
観
世
音
」
の
石
碑
が
国
宝
時
代
を

物
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
波
山
は
神
社
に
も
足
を
運
び
ま
す
。
羽
黒
神

社
境
内
に
あ
る
愛
宕
神
社
の
ご
神
体
が
見
当
た

ら
な
い
の
で
、
捜
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
バ

ラ
バ
ラ
の
状
態
で
風
呂
敷
に
包
ま
れ
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
も
一
部
は
失
わ
れ
て
い
た
の
で

す
。

　
波
山
は
復
元
を
要
望
、
木
彫
の
神
像
は
京
都

の
国
宝
美
術
修
理
所
で
補
修
さ
れ
た
後
、
昭
和

38
年
（
１
９
６
３
）
県
の
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
鎌
倉
時
代
末
期
の
作
、
愛あ
た
ご宕

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

板
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波
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文・学習院大学教授　荒
あらかわ
川正

まさあき
明さん

十一月霜月

　板谷波山記念館では、12 月５日（日）まで、
令和３年度秋季特別展を開催中です。今回の特別
展は、東京田端の窯で発掘された初公開を含む陶
片を展示しています。
　波山の命日 10 月 10 日には、波山研究の第一
人者、学習院大学教授の荒

あらかわ
川正

まさあき
明さんと下館・時

　　　　　　　　　　　　の会代表の一
い ち き

木努
つとむ

さん
　　　　　　　　　　　　による特別講演が開催され、多
　　　　　　　　　　　　くのファンが波山の魅力に触れ
　　　　　　　　　　　　ました。ぜひ、当記念館で貴重
　　　　　　　　　　　　な展示品をご覧ください。
　　　　　　　　

　
　来年４月に開催する展覧会や作品などの最新情報をＳＮＳ
で発信していますので、の
ぞいてみてください。
　また、板谷波山生誕 150
年記念事業連携企画「筑西財宝伝！～“陶聖”が残した幻
の花瓶を探せ！～」を開催します。詳しくは裏表紙を。

波
山
波
山
ニ
ュ
ー
ス

   

文　
下
館
・
時
の
会
代
表  

一
木 

努
さ
ん

　来年の波山生誕 150 年の展覧会の「超
目玉」と言えば、やはり重要文化財「葆光
彩磁珍果文花瓶」です。おそらく日本の近
現代のやきもの中で一番値段の高いもの
で、バブル期には、時価５億円程とも言わ
れました。技術の完璧さ、表現の奥深さ、
品格の高さ、まさに 20 世紀における世界
の最高峰に君臨する作品なのです。
　大正６年（1917）の日本美術協会展で
最高賞の金牌第一席を受賞。波山の出世作
となった記念碑的作品です。大阪の住友家
の当主・春

しゅんすい
翠が買い求めたもので、平成

14 年（2002）には近現代陶芸作品として、
初めて重要文化財の指定を受けました。
　ここで自慢話を少々。私が出光美術館の
学芸員時代に、見たこともない波山の素描
を発見。その素描に「大阪住友男爵家へ売
却ス」と波山のメモ書き。京都の住友家の
美術館へ問い合わせところ「そんな作品は
ない」とのこと、残念。しかしその一週間
後、「美術館ではなく、住友家の本家に所
持されていました」との連絡。喜び勇んで
京都へ行き、この作品と感動の対面。その
後、本作は展覧会で公開、万人にその素晴
らしさが認められていきました。
　なんと傑作の栄えある第一発見者はこの
私なのでした……。

板谷波山記念館　秋季特別展開催中

板谷波山生誕１５０年記念事業実行委員会からお知らせ

instagram facebook twitter

荒川さん・一木さん

明み
ょ
う
じ
ん神

立り
ゅ
う
ぞ
う

像
（
写
真
右
）
で
す
。

　
愛
宕
神
社
は
羽
黒
神
社
建
立
以
前
か
ら
の
鎮

守
で
、
こ
の
ご
神
体
こ
そ
が
古
く
か
ら
の
地
域

の
守
り
神
だ
っ
た
の
で
す
。

　
優
れ
た
鑑
識
眼
を
持
っ
た
波
山
は
、
そ
の
眼

を
故
郷
の
歴
史
遺
産
に

も
注
ぎ
、
文
化
財
指
定

へ
の
道
を
拓
い
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分

の
支
え
と
な
っ
た
故
郷

の
文
化
を
大
切
に
し
た

い
、
故
郷
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
宝
物
を
次
の

世
代
に
残
し
た
い
と
い

う
願
い
か
ら
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

来
年
の
波
山
生
誕

１
５
０
年
記
念
展
で
は
、
そ
ん
な
波
山
の
一
面

も
ご
紹
介
で
き
そ
う
で
す
。

　
今
回
登
場
の
い
く
つ
か
も
展
示
予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　　　　葆
ほ こ う さ い じ
光彩磁珍

ち ん か も ん
果文花

か び ん
瓶

      板谷波山作　大正６年（1917）
             高さ 51.0㎝　胴 39.8㎝　
    泉屋博古館東京蔵　撮影：尾見重治

【問】しもだて美術館 　☎２３−１６０１

【問】板谷波山記念館 　☎２５−３８３０


